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交番向けテレビ対話･遠隔モニタシステム ニのシステムは,交番に警察官が不在のときでも映像と音声を用いて,警察署の警察官が住

民との応対を行うことができるものである｡さらに,警察署から交番の状態を常に警戒することができる｡

地域朴含が多様化するにつれ,交番の柄軌にはさ

まざまな実務が安求されてきている｡そのうえ,｢交

番にはいつも警察11rにいてほしい｡+という安望があ

り,一ソナで｢雀全碓休のため,パトロールを強化し

てほしい｡+という紫望もiて1iまっている｡

このような背景の巾で,交番勤務員がパトロール

などでイ(在のときでも交番勤務員の代わりに警察署

の苧苧察官が地域住比と対応ができるシステムの開発

が望まれていた｡

そのためl川二製作所は,交番システムに対する苫

*l=/二∃糾仰｢システム小某祁 **1=/二雪空作J咋付テ糀油イ√拝菜祁

桔されたノウハウと,好評なテレビ合議システムの

技術を勺てかして,交番向けテレビ刈一講･遠隔モニタ

システムを開発した｡

このシステムでは,交番と警察署を通信担一線で紙

ぶことにより,交番勤務員がパトロールなどで不在

のときでも,警察署の警察官が映像と一汗声を糾いて

仕出の応対をすることができるものである｡さらに,

交番勤務員の身の安全確保のため,警察署から交番

の状態を常に警戒することができる｡
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n はじめに

交番では,中什･1捕吏の急訴(緊急近事l這)のノ受付や朴ノ

ー1拝の州談,行程の届け出の受理,地坪案内,交番での警

成i-.1軌などさまぎまな業棉を行っている｡さらに,地城

什仝の′女令確保のために,地域のパトロール,巡仙生締

などの巾外i六軌もてト)ている｡

このような車繋な業拷を多く抱えているにもかかわら

ず,=頗で述べたように地域仕出の交番に対する一安求は

ますます■1tごiまっている｡

こうした情勢にこたえて,ヂ苧祭けは平成4午刊1ヨ地域

警察刷新を推進し,その一一環として過仁機器,コンピュ

ータなどを川いて嘗苧察TT業稚を補′んまたは支援する｢ハ

イテク交番+の設苗を推進している｡

ハイテク交番には次の三つのl+的がある｡

(1)交番のイ(れ対策

｢交番･駅山叶に関する什論調丑(総矧付:1992牛)+に

よると,イー‡i比が交番を訪れたとき空予察′】‾Jrがイイl三であった

場介が約24%で,そのうち6()%強の八が川件をあきらめ

圏
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て哺ったり,JI-一旭したりしている｡このような警察官不

れの交番に対する仲山の機会損失を1紡ぎ,仕はサービス

の允プミ化を図る｡

(2)交番業務の効率化

地域社会のパトロール強化のため,交番業務の効率化

を川り,警察官の所外活軌に対する時間を確保する｡

(3)交番勤務員の`左全確保

交番勤摘出の身の安乍を確保し,さらに交番施設の苧手

械を行う｡

以下,｢交番IFl‥ナテレビ対話･遠隔モニタシステム+に

ついて述べる｡

8 テレビ対話･遠隔モニタシステムの概要

このシステムは,交番と警察署とをディジタル公衆網

であるINS(Inf()rnlation Network System)ネット64馴)

で結び,警察署にいながらにして交番の業務を支援でき

るものであり,デスクトップテレビ会議システム"DI)/

CA-2∩()''の技術を′卜かして,準則巾による高機能,ボス

ペース,および省ランニングコストを特長とした｡この

テレビ対話機能

テレビ対話装置
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注二略語説明 DSU(回線終端装置)
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交番と警察署とを州Sネット64で結び,警察署にいながらにして交番業務を支援できる｡

※1).INSネット64は,Ⅰりこ-.に†,子1㌫言.†株⊥〔公朴のて芙j封榊柴である｡
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(a)住民側から見たテレビ対話時の表示例

lり什

＼

付川

密も

(b)地図の表示例

図2 システム使用例 交番の警察官がパトロール中でも,地域住民は警察署とのテレビ対話によって相談や地理案内などを受けることが

できる｡

システムによって警察署の警察官が,交番に警察官がイ(

れのときでも映像と音声を印し-て仕出とのJ応対を行うこ

とができ,また警察署から交番の状態を常に遠隔モニタ

することができる｡このシステムの機器構成を図lに示

す｡その詳細機能について以下に述べる｡

(1)日動通報機能(交番),ガイダンス機能(交番)

交番に設置さ才lた入室センサが,警察官が不在のとき

に仕はが訪れると警察芋引こ自動的に通報する｡次に,‖

)-と子などのガイダンスによって付出に警察官が不在である

ことをたげ,什民をテレビ対話装置まで誘導する｡

(2)テレビ対話機能(交番,警察署)

_し記(1)によって交番から警察署に呼び汁=ノがかかる
と,警察署の警察官と交番を訪れた仕出との間で映像と

斤声を伯し-たテレビ対話ができる｡このときのテレビ対

甜1与の表ホ例を図2(a)に示す｡

(3)器類通信機能(交番,警察署)

賢察常の警察官が住民に対して地理案内をしたいとき

には,警察署システムに接続した苫由カメラを用いて,

他ズはどの書類の映像を画面に表示することができる｡

地lズ】の内面表示例を図2(b)にホす｡

さらに,両システムにファクシミリを接続することに

より,仕出が交番側で地図を受け耽ることもできる｡そ

の際,ファクシミリ専用同線を新たにrrJ志する必安はな

く,テレビ対.活カゞファクシミリ送′受信日寺に中断すること

もない｡

(4)警成機能(交番),遠隔モニタ機能(苧警察常)

警察署は,交番勤務員の在･不在をはじめとし,仕出

の交番内への人音伏批 不審者の侵人状況など,交番の

状況を附こ把捉することができる｡さらに,交番に設持

した防犯カメラによって映像による確認も行えるので,

不審者･不審物を-■F期発見することもできる｡この映像

はタイムラブスVTR紺によって常時長時臥;亡録するこ

ともできる｡

(5)緊急通報機能(交番)

交番のテレビ対話装置に緊急ボタンを設けることによ

り,警察繋が他の交番に対応しているときでも緊急であ

ることを警察常に知らせることができる｡また,交番勤

務員用の非常スイッチにより,交番内の異常を賢察著に

即座に通報することができる｡

卜記(1ト(3)の機船こよって交番の不小‾三対策と仕出サー

ビスの允実化を問り,(4),(5)の機能によって交番勅摘まと

の′女全確保と交番施設の亨苧成を行うことができる｡この

ほかに,機能のマンマシン性を重視し,警察官イ(在の交

番では作山の手をできるだけ煩わせないように住民‖身

の操作を不要とするようにしている｡さらに,賢察二粁で

は操作をワンタッチとするシンプルな操作方法と,複数

の交番情報を一lけ確認できる情報の一一覧ゴミホガはを探

川することにより,緊急の川什でも即梓に州心できるよ

うにした｡

※2)タイムラブスVTR:2～720時間の圭主柑耶表内できる＼汀Rを一請う｡
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(a)警視庁 交番側テレビ対話装置
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(b)岡山県警察本部 交番倒テレビ対話装置

図3 導入事例 警視庁納め｢テレビ対話システム+の導入事例を〔a=二,岡山県警察本部納め｢テレビ電話不

在応答システム+の導入事例を(b)に示す｡

B 導入事例

このシステムの導人:封列について以‾卜に述べる｡

3.1警視庁の導入事例

警手視けは,‾平成5年101】から｢テレビ対話システム+

の遵J‾lJを開始した｡部内5か所の警察捌こついて3か仰

ずつの交番をサポートしている｡行交番は,繁華街,什

七街,主変通路沿いなど,それぞれ設置条件が巽なった

地域に選定されている｡

このシステムの交番側テレビ対話装帯には,ボスペー

ス什を考慮し,デスクトップタイプ〔図3(こ1)〕のものを過

川した｡

このシステムの利川状況は,1か仰の交番について1

11放件から十数件(その内谷は地理案l勺が7剖強と兢も多

く,その他に行程届け.,机淡および急訴がある｡)であり,

警察官イ1在交番対策の役割を果たして好評をラミfている｡

3.2 岡山県警察本部の導入事例

剛+1県警察本部は.平成5牛1〔川から｢テレビ電話イ(

才山b答システム+の運用を開始した｡1か所の警察署で

2か所の交番をサポートしている｡

このシステムの交番側テレビ対話装置には,ファクシ

ミリを内戚した床設置型〔図3(b)〕のものを適用した｡

巴 おわりに

刊叫のテレビ対話･遠隔監視システムは,実際に導入

した顧客およぴその地域住民から好評を得ている｡さら

に,地城住民サービスを維持しながら警察官の業務を効

率化していくためには,地理案内や遺失物砧などについ

てのJふ対の自軌化を検討し,警察署の警察官の負担を軽

減することが求められる｡

今後は,ヤー‖1の導入事例を基にさらに研究を進め,よ

り高機能でマンマシン性に優れたシステムを構築してい

く予定である｡

最後に,この論文の執筆にあたり,警察庁殿および警

視庁暇ならびに岡山県警察本部殿にご協力をいただい

た｡ここに深くお礼申し上げる次第である｡
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